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仮想プラントに対する評価を例として，断層変位に関するフラジリティ評価の内容及び事故シーケンス評

価へのインプットとしての一連のプロセスを提示する。 
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1. まえがき  原子力学会地震 PRA 実施基準改定(2015)では，断層変位 PRA 手法の考え方が規定される[1]

と共に，各種機関では関連評価が進められている。著者等も断層変位 PRA 手法開発を進め，定量的評価の

蓄積を図っている[2]～[6]。本報は，5 つのシリーズ発表のうちの(5) 仮想プラントにおけるフラジリテ

ィ評価の考え方を示すものであり，同シリーズ発表は 2017 年度資源エネルギー庁委託研究成果の一部をま

とめたものである。 

2. 実施内容 

2-1. 機器フラジリティに関する検討 

原子力学会 2017 年秋の大会において提案したフラジリティ評価手法[5]を用いて，仮想プラントに設置

される各種機器や建屋間渡り配管等に関するフラジリティ試評価を実施し，事故シーケンス評価へのイン

プットとしてのフラジリティを作成する手順を整備した。また，フラジリティ評価において断層変位によ

る機器への影響の特性を考慮し，機器種別・構造・損傷モードなどを踏まえた評価対象機器のスクリーニ

ング・グルーピングの考え方についても整理した。 

2-2. 建屋フラジリティに関する検討 

建屋直下の断層が変位した場合に対する既往の解析結果[7]を用いて，仮想プラント建屋のフラジリティ

試評価を実施し評価の手順として整理すると共に，断層変位建屋フラジリティ評価を精緻化するうえでの

課題を抽出した。 

3. 結論 

本研究を通じて断層変位に関する事故シーケンス評価のインプットとして断層変位フラジリティを整備

する手順を体系化した。今後は，リスク評価上のニーズに応じたフラジリティの合理化・精緻化や地震動

との重畳を考慮した手法整備に向けた検討等を引き続き実施する。 
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